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１．背景と目的




























A Survey of Environmental Behavior and Attitude After Great East Japan Earthquake 
to the Students of Jissen Women's University
Kiwamu MAKI and Sohei TSUJIMURA
Department of Human Environmental Sciences, Jissen Womenʼs University
   A survey to investigate environmental behavior difference between the period of programmed 
blackout （March of 2011）and one month after the finish of the blackout （May of 2011）has 
been performed. Three respondent groups and three behavior groups are obtained by cluster 
analysis of the questionnaire data of environmental behaviors. The positive people for 
environmental behaviors do almost of all listed behaviors, the moderate people do two thirds of 
the behaviors, and the negative people do one third of the behaviors. It has a tendency that the 
negative people think public offices have responsibility for environmental conservation, and 
have less knowledge of ecorogical information.
Key words ： Environmental Behavior（エコ行動），Pro-Environmental Behavior（環境配慮行動），
Questionnaire Survey（アンケート調査），Successive Change of Behaviors（行動の継時的






























































































































　回答者グループを PG1 〜 PG3 の３つに分けた。こ
表２　エコ行動の実施状況、震災直後と５月の比較
(1) (2)
3 2 電灯の代わりにろうそくを使用する 26% -21%
3 2 早く就寝して電気を使用する時間を短くする 52% -19%
1 1 パソコンを使用する時間を減らす 68% -17%
1 1 家族が一つの部屋に集まる時間を長くする 66% -15%
1 1 テレビを家族で一緒に見る 74% -14%
1 2 電気をあまり使わずに料理する 44% -12%
2 3 重ね着する 94% -11%
3 2 ラジオを聞く 21% -11%
2 3 パソコンをこまめに消す 83% -10%
1 1 エアコンをやめて、石油ストーブガスストーブにする、こたつで過ごす 60% -9%
2 3 使わない電化製品のコンセントをタップから抜く 81% -9%
1 1 掃除機の使用回数を減らす 57% -9%
2 3 玄関灯を消す 83% -8%
2 3 ゲームをしない、もしくはゲームをする時間を短くする 85% -8%
1 1 家族が連続して風呂シャワーを使用する 47% -8%
1 1 テレビは見たいものだけに絞り、だらだら点けておかない 69% -8%
3 2 携帯電話の使用時間を切り詰める 25% -8%
2 3 使っていない電気製品のコンセントを抜く 83% -7%
2 3 明るいうちは照明を点けない 95% -7%
1 1 テレビを見る時間を短くする 57% -7%
3 2 課題宿題は明るいうちに終わらせる 28% -6%
1 3 暖房の使用を抑え、布団に入って過ごす 78% -6%
3 2 携帯電話の充電は起きている時に行う 33% -6%
2 3 １つの部屋に２つ以上照明がある場合、点灯する照明を減らす 86% -6%
1 3 冷蔵庫の開け閉めを最小限に留める 73% -6%
1 3 近所に出かける時には、自動車を使わない（徒歩や自転車の利用） 77% -6%
3 2 電灯を省エネタイプに交換 28% -5%
2 3 豆球を点けないで寝る 86% -5%
2 3 昼間、照明を点けない 94% -5%
2 3 エアコンの使用時間を減らす 92% -4%
2 3 外出時に、電気の無駄な使用がないかチェックする 77% -4%
2 3 こたつの使用時間を減らす 79% -4%
3 2 携帯の充電回数を減らす 26% -3%
2 3 テレビを見ていない時には消す 97% -3%
2 3 照明を点けっぱなしにしない（=こまめに電気を消す） 99% -3%
3 2 テレビを点けないようにする（新聞を読むなど） 26% -2%
2 3 エアコンの設定温度を下げる 80% -2%
1 1 炊飯器の保温機能を使用しない 50% -1%
1 1 お風呂に入っている間、脱衣所の照明は点けない 52% -1%
3 2 早起きして電気を使用する時間を短くする 29% -1%
3 2 全般照明を点けないで、スタンドなどの部分照明を使用する 39% -1%
3 2 風呂が冷めない工夫（断熱マットを置くなど）をする 21% 0%
3 2 冷蔵庫の中身を減らして、冷やす効率を高める 28% 0%
1 1 テレビを見ていない時は主電源から切る 47% 0%
1 1 外出して、家でのエネルギー使用を抑える 44% 1%
1 3 携帯電話の充電は昼間ではなく、夜に行う 62% 1%
3 2 ドライヤーを使用しないで髪を乾かす 18% 1%
2 3 照明を点けっぱなしで寝ないよう注意する 97% 1%
1 3 トイレの自動機能を使わない 55% 3%
2 3 窓の開け閉めで温度調節する 83% 5%
3 2 電話の子機の数を減らす 27% 6%











する回答者が 103 名、PG2 に属する回答者が 33 名、
PG3 に属する回答者が 15 名であったので、PG1 が多
数派、PG2 と PG3 が少数派と言える。
　BG1 に属するエコ行動 18 項目、BG2 に属するもの

































































































































































PG2（1) 16 14 0 98
PG1（1) 10 82 6 30
PG3（1) 0 4 11 15

















　PG1 と PG2 の差が 0.4 以上になったものが 35項目、
PG1 と PG3 の差が 0.4 以上になったものが 25 項目、
PG2 と PG3 の差が 0.4 以上になったものが 9 項目で
あった。エコ行動をあまり実施しない PG3 が独自の






















13 歩くのが（好き、好きではない） 0.51 0.06 0.44
17 寝る時間は（12時前、12時～2時、２時以降）のことが多い 0.39 0.26 0.65
20 包装を簡単なものにするよう頼むことが（割とある、時々ある、ほとんどない） 0.50 0.33 0.83
35 エコ活動は面倒なものが多いと思う（Yes,No） 0.69 0.17 0.51
36 一人になると携帯を操作することが多い（Yes, No） 0.34 0.15 0.49
39 親は「もったい」という感覚が（強い、ほどほど、弱い）人だと思う 0.60 0.08 0.58
43 　一番目が（企業、官公庁、個人）、 0.45 0.37 0.82
45 　三番目が（企業、官公庁、個人） 0.55 0.35 0.90
64 人に言われて行動するのは（イヤだ、別に気にならない） 0.48 0.36 0.84
70 ヒートアイランド現象（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.32 0.19 0.51




47 電車の中で化粧を（したことはない、したことがある、電車にほとんど乗らない） 0.28 0.41 0.69
71 京都議定書（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.74 0.43 0.66
72 排出権取引（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.60 0.50 1.05
2 ペットボトルでの飲料を（よく買う、時々買う、購入を控えている） 0.58 0.39 0.34
3 自動販売機で飲料を（買う、できるだけ買わないように心掛けている、買わない） 0.24 0.21 0.42
8 環境問題のテレビ番組を見ることが（よくある、時々ある、ほとんどない） 0.46 0.28 0.20
12 エスカレーターを使う時、だいたい（右側を歩く、左側に立つ） 0.58 0.00 0.58
22 家のトイレでは、ウォシュレット機能を（使っている、止めている、付いていない） 0.39 0.15 0.49
28 健康に気を遣っている方だ（Yes, No） 0.42 0.40 0.02
31 楽しみは後に取っておく方だ（Yes, No） 0.53 0.25 0.28








65 道路でゴミを捨てた人がいると（むかつく、気になる、特に感じることもない）0.37 0.37 0.74







73 循環型社会（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.32 0.31 0.50
75 カーボンオフセット（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.44 0.36 0.81
76 ロハス（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.40 0.10 0.36
77 コンポスト（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.31 0.19 0.49
78 燃料電池（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.27 0.32 0.59
79 フェアトレード（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.24 0.53 0.66
80 温室効果ガス（言葉を知っている、意味もわかる、言葉も意味もわからない） 0.64 0.04 0.68








88 自分はエコ行動を（よく実行していると思う、 実行している方だと思う、 実行してい
る方だと思う、あまり実行していない方だと思う、あまり実行していない方だと思う）
0.66 0.26 0.60
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